
7265600

13.04.02

ケースロック錠 CTS-60 錠 お取扱方法

安 全 装 置 作 動 の 確 認 方 法

安 全 装 置 が 作 動 し た ら

ケースロック錠 CTS錠は、錠の内部が破損しても安心なフェイルセーフ設計です。万が一、錠の内部部品が破損しても安全装置が

働き、通常操作で施解錠ができます。安全装置の作動は簡単に確認でき、錠のお取り替え時期をお知らせします。

錠内部の破損が扉から取り外さずに確認できます。

錠のラッチボルトの平らな面を見て、フロント面から『赤いライン』

が見えたら、安全装置が作動しているサインです。

（確認はフロント板を取り付けた状態でおこないます）
← フロント面

扉

← ラッチボルト錠の安全装置が作動したら『錠のお取り替えサイン』です。

専門の業者に依頼し、速やかに錠の交換をおこなってください。

日本ロック工業会では、錠の耐用年数を10年と定めています。錠の耐用年数とは、錠の基本性能を保守・点検により維持できる

期間を言い、取り替えまでの目安の期間を表すものです。
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